


校　　訓

誠　実　　　創　造　　　勤　勉

校　　歌
中川正男　作詞
森口辰春　作曲

１．朝影におい　輝く土に

　　希望ふくらむ　われらが若さ

　　雄物の川辺吹く風受けて

　　創造の日日　胸は高鳴る

　　郷土秋田の未来にかけて

　　道は一筋我らは翔る

２．太平の峰　大空高く

　　意欲湧く湧く　われらが若さ

　　明るい町の鳴る松風に

　　勉学の日日　力みなぎる

　　郷土秋田の未来にかけて

　　道は一筋我らは翔る

校名と歴代校長

　秋  田  市  立  工  芸  学  校　 　秋田市立美術工芸専門学校 　 秋田公立美術工芸短期大学附属高等学院
昭和27年６月１日～昭和50年３月31日

校長　　　　　　　　在任期間

渡　辺　浩　三　　９ヵ月
神　矢　教　親　　２　年
高橋　千代三郎　   10　年
佐　藤　楢　造　　２　年
須　藤　　　正　　５　年
越後屋　静　雄　　１　年

昭和50年４月１日～平成７年３月31日 平成７年４月１日～

校長　　　　　　　　在任期間 校長　　　　　　　　在任期間

越後屋　静　雄　　３ヵ月
小野寺　久　治　　６　年
加　藤　正　治　　３　年
佐　藤　寅太郎　　２　年
佐　藤　祐　一　　４　年
鈴　木　　　昌　　３　年
進　藤　　　清　　２　年

秋　田　穂　積　　４　年
青　木　隆　吉　　４　年
東　郷　文　孝　　５　年
平　野　庫太郎　　２　年
平成22年４月１日～
渋　谷　重　弘

ひとすじ かけ

わ　 　わ

連絡先
〒010-1632  秋田市新屋大川町12番3号
TEL 018-828-4127  FAX 018-828-0811
ホームページ　http://www.amcac.ac.jp/bitanfu/
e-メールアドレス　e-mail:fuzoku@amcac.ac.jp



１．沿　革

昭和27年06月10日　秋田市立工芸学校（修業２年）として設立（現：秋田市千秋矢留町８）本科、別
　　　　　　　　　  科、研究科を設置　木工科と金工科でスタート　その後、銀線細工科とデザイン
　　　　　　　　　  科を設置
昭和37年10月26日　創立10周年　秋田市新屋町字花畑84の5（現在地）に新校舎竣工
昭和50年  4月  1日　秋田市立美術工芸専門学校と改称　修業年限３年の本科と修業年限１年で高校卒
　　　　　　　　　  業者対象の専攻科とに改組
昭和60年10月28日　文部省により卒業生に対し、大学入試資格付与の指定校となる
　　　　　　　　　（大検を受けずに高校卒業者と同じ条件で進学可能となる　国家資格等受験も高
　　　　　　　　　  校卒業者と同等になる）
昭和63年  4月  1日　専攻科から改称された専門課程の修業年限を２年とする
平成  6年12月20日　現在地に校舎竣工　
平成  7年  4月  1日　秋田公立美術工芸短期大学の開学に伴い、秋田公立美術工芸短期大学附属高等学
　　　　　　　　　  院に改称（専門課程を廃止し、高等課程のみとなる）
平成14年10月18日　創立50周年記念式典、同記念作品展を開催
平成17年  4月  7日　秋田公立美術工芸短期大学附属高等学院の創立50周年と美術工芸短期大学の創立
　　　　　　　　　  10周年を記念し、アトリエももさだに作品展示室を開設

２．活　動

平成22年度の主な出品・出場活動
　　第52回 秋田県美術展覧会　洋画部門　入選1点　　工芸部門　奨励賞1点　入選9点
　　　　　　　　　　　　　　  写真部門　入選6点　　デザイン部門　入選8点
　　第43回 秋田県高等学校総合美術展　絵画部門　　　推奨3点　入選2点　　工芸部門　推賞3点　入選7点
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　デザイン部門　推賞2点　入選9点　　彫刻部門　入選1点
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　写真部門　　　特賞1点　入選9点　　
　　第67回 秋田・南秋地区高校美術連盟展　絵画部門　　　連盟賞2名　入選4点　　
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　デザイン部門　特賞1点　連盟賞3点　入選8点
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　工芸部門　　　連盟賞1点　入選9点　　
　　秋田市老人保健福祉月間看板コンテスト　採用1点
　　第9回 全国高校生ポスターコンクール（ポスター甲子園）　入選4点
　　第22回　読書感想画コンクール　秋田県審査会　最優秀賞１点　優秀賞2点　優良賞4点　奨励賞23点　
　　　　　　　　　 中央コンクール全国審査会　指定読書　優良賞1点　奨励賞2点　
　　第43回 「手紙作文コンクール」絵手紙部門　文部科学大臣賞　１点
　　第6回　短大附属図書館フォトコンテスト　大賞1点　審査委員賞1点
　　よみうり高校生写真コンテスト　佳作1点
　　さきがけフォトサロン学生・生徒の部　入選1点　佳作1点
　　第26回　全日本高等学校書道公募展　半紙の部　特選1点　準特選1点　金賞1点　　
　　平成23年全県新年書きぞめ展　条幅の部銀賞2点　半紙の部　銀賞2点　銅賞2点　入選1点
　　秋田中央警察署犯罪被害防止ポスター採用2点
　　秋田魁新報社新聞案内広告「シップ」新ロゴデザイン優秀賞（採用）1点　佳作2点
　　
　　

－２－

課外活動での資格取得
　　実用英語技能検定　　　　　　　　準2級2名　3級4名
　　カラーコーディネーター検定　　　3級8名
　　日本語ワープロ検定　　　　　　　準1級2名　2級4名　準２級8名　3級11名
　　ホームページ作成検定　　　　　　1級4名　2級2名
　　情報処理技能検定　　　　　　　　1級1名　2級8名　3級5名　　
　　文書デザイン検定　　　　　　　　1級2名　2級1名
　　福祉住環境コーディネーター検定　3級2名
　　美術検定　　　　　　　　　　　　4級4名
　　日本漢字能力検定　　　　　　　　2級2名　準2級10名　3級4名　　　　　　　　　



－３－

３．校地・校舎

４．校舎平面図

５．設置科・コース

６．生徒在籍数（　）内は男子数

７．出身中学校別生徒数（　）内は平成２３年度入学者数

工 芸 美 術 科
デ ザ イ ン 科
　　  計

科 学年 １　年　　　　　　２　年　　　　　　３　年

３３（4）

３３（4）

科　　名

工 芸 美 術 科

デ ザ イ ン 科

修業年限 定　　員

３ ３０

３１（５） ３０（５）
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共通２
教室

共通１
教室 準備室

塗装室

仕上・組立
　実習室
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衣
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図書室   立体実習室
インテリアデザイン
 実習室

資料室
更衣室

WC

WC

正面入口

相談室 職員室

印
刷
室

事
務
室

材料保管庫

校
長
室

保
健
室

WC WC
更
衣
室

職
員
更
衣
室

休
憩
室

 普通
教室１

 普通
教室2

 普通
教室3

暗
室

ス
タ
ジ
オ

WC
WC
生徒会室

コンピュータ室 共通３
 教室

準
備
室
デザイン
実習室Ⅱ

デザイン
実習室Ⅰ

  美術
実習室

機械室

職
員

１階

２階

器
具
庫

放
送
室

1　所  在 地　秋田市新屋大川町12番3号　〒010-1632　TEL 018-828-4127

2　校地面積　5,000㎡　　　　　　　　　　　　　　     FAX 018-828-0811

3　校　　舎　3,456㎡（校舎2604  体育館852・鉄筋コンクリート部1808  鉄骨部1648）　　

１８（４）
１３（１）

１３（２）
１７（３）

コ　ー　ス
木材工芸コース
金属工芸コース
インテリアデザインコース
ビジュアルデザインコース

秋大附属　３  (1)
秋田東　８  (6)
秋田南　４  (2) 
山　王　６  (0)
土　崎　4  (1)
将軍野　２  (1)
秋田西　３  (1)

外旭川　3  (0)
秋田北　１  (0)
城　南　４  (1)
下　浜　１  (0)　
城　東　４  (1)
　泉　　５  (3)
御野場　８  (1)

勝　平　１  (0)
雄　和　２  (2)
岩見三内　１  (0)
河　辺　 3  (1)
山　本　 1  (0)
男鹿東　 2  (1)
男鹿南　１  (1)

八郎潟　２  (0)
井　川　３  (0)
大　潟　２  (0)
本荘北　 3  (0)
本荘南　２  (0)
西　目　１  (0)
象　潟　3  (1)

大　曲　３  (2)
東　雲　２  (2)
出　羽　２  (2)
仙　北　１  (1)
天　王　１  (1)
天王南　１  (1)
羽　城　１  (0)

山　本   １   (0)





10.　職員一覧

校　長
　 　　　　　　　

教　諭

鎌 田 俊 弘  金属工芸実習

　　　　　菊　地　　　篤　 ビジュアルデザイン実習　素描
   

美術
ソフトバレーボール、ワープロ
写真、卓球
工芸
工芸
美術

　〃　　　照　井　祥　子　
数学Ⅰ　数学Ⅱ　数学A 　〃　　　伊　藤　賢　悦　 
国語総合  古典講読  国語表現Ⅰ　現代文

　〃　　　岸　上　恭　史　 木材工芸実習　素描　
インテリアデザイン実習　デザイン基礎　美術Ⅱ

常勤講師　　石　川　　　学　 体育　コンピュータ基礎　金属工芸実習
　　　　〃　　　渡　部　礼　子

　〃　　　澤　田　弦　吾
　〃　　　松　田　明　徳　 

英語Ⅰ　英語Ⅱ　リーディング

　〃　　　山　下　佐紀子　 

デザイン実習　デザイン史　美術Ⅲ　コンピュータ実習
 工芸基礎　金属工芸実習　木材工芸実習　美術Ⅲ　　  

非常勤講師　　佐々木　幸　世　 地理A 世界史A 現代社会 　
　〃　　　萩　野　和　臣　 理科総合B　生物Ⅰ
　〃　　　大　川　喜代巳 　コンピュータ実習
　〃　　　佐々木　　　勇　 木材工芸実習
　〃　　　内　藤　健　一　 金属工芸実習

非常勤講師　　　
筒　井　義　明  ビジュアルデザイン実習

　〃　　   平野内　マリ子　　  インテリアデザイン実習
　〃　　   和　泉　美　佳  

　〃　　　芝　山　真理子 　

美術Ⅰ 製図  

養護職員
事務長　

校務員　
事務職員　　　　

森　合　紀　子　　　大　門　利津子　　

鈴　木　鉄　雄　　
関　　　めぐ美　　　三　浦　　　薫

－５－

職 員　　　  氏　　名　　　担 当 教 科　　　  　　　　　校務分掌等　　　  部　活　動

副校長
渋　谷　重　弘
茜　谷　英　也

教務部長  デザイン科長
学習指導部長
生徒指導部長  
環境指導部長　１年担任 
進路指導部長  工芸美術科長  1年副担任　

３年担任　
２年担任　

３年副担任
２年副担任
１年所属

バドミントン
バスケットボール

美術
音楽

工芸

〃

工芸基礎　デザイン史　金属工芸実習　木材工芸実習　素描

石　井　宏　幸



12.　学校経営の概要

教 　 育  　目  　標

経　営　の　方　針

　豊かな感性と自立心をはぐくみ、基礎学力に根ざした専門性を
　生かし、社会・文化に貢献できる人材を育成する。

本 年 度 の 重 点

１．教職員の経営参画意識の高揚
　　共通実践課題や学校評価の検証をとおし、常に全教職員が学校経営に関して自分の考えや
　　意　見を出し合い、相互理解を深められるよう配慮する。
２．充実した学習・学校生活の保障
　　生徒一人一人が抱える発達課題を把握し、より教育効果を上げるために、学習指導・生徒
　指導に関する実態調査や対応策を充実させる。
３．進路指導の充実
　　生徒の能力・適性・意欲に応じて進学等の幅広い情報を提供するとともに、職場体験等を
　　取り入れ、より実践的な進路指導を行う。
４．短大との連携・協力の強化
　　短大教職員との交流を基盤として、授業見学や説明会、出張授業等を通し、美術教育の充実
　に生かしていけるよう連携を深める。
５．情報発信の充実
　　中学校訪問や学校説明会、中学生の美術教室、生徒の作品展、本校ホームページ等、あらゆ
　る機会を通じて、本学院の特色や学習効果を広く発信する。

各　部　の　経　営

■　教　務　部
１．経営目標
　　学校の特色を生かした教育計画の立案と教職員間の連絡調整を行う。　
２．本年度の重点
　　(1)　地域の人や場を生かした行事や活動のあり方を検討する。
　　(2)　新学習指導要領に対応した教育課程の検討をする。
　　(3)　生徒も職員も意欲的に学習や特別活動に取り組めるように連絡調整を行う。

１．学習環境を整備し、美術、工芸、デザインの専門性を生かした教育活動の充実を図る。
２．社会的ニーズを的確に把握し、時代の要請に応じた教育内容の充実に努める。
３．秋田公立美術工芸短期大学との連携を図り、より高度な専門教育を実践する。

－6－

目 指 す 生 徒 像 

１　感性豊かで、創造力に富む生徒
２　意欲的に学び、主体的に行動する生徒
３　心身ともに、健やかで、たくましい生徒

共 通 実 践 課 題

豊かに表現できる生徒を育成するための指導方法の工夫



■　学習指導部
１．経営目標
　　基礎学力が身に付くように学習活動に取り組ませ、豊かに表現できる生徒を育成するための
　　指導方法を工夫する。

■　生徒指導部
１．経営目標
　　健全な生活態度を身に付け、心豊かで主体的に活動できる生徒を育成する。
２．本年度の重点
　　⑴　安全で、安心して過ごせる学校生活を保障する。
　　　

■　保健指導部
１．経営目標
　　心身の健康について関心をもたせ、保健安全についての基礎的知識を身に付けて、自己管理
　　できる能力を養う。

２．本年度の重点
　　⑴　　　　　　　　学級担任との連携を密にして、生徒の心身の健康状態を把握し、健康の保持増進に努める。

　　⑶　健康意識の向上を図るため、効果的な掲示資料を準備する。

■　環境指導部
１．経営目標
　　快適で安全な教育環境の整備に努める。
２．本年度の重点
　　⑴　生徒による校舎内外の美化と環境整備を実施する。　
　　⑵　校舎管理、安全管理に関する点検項目と点検日を設定し、実施する。
　　⑶　年２回の避難訓練を実施する。

■　事　務　部 
１．経営目標
　　短大事務局および市教委と連絡を密にしながら適切な事務運営に努める。
２．本年度の重点
　　⑴　本校の特色ある教育を周知するため、広報活動の強化に努める。　　　
　　⑵　校舎施設や備品等の整備充実に努め、教育環境の維持・向上を図る。

　　⑵　特別活動の質を高める指導を工夫する。

　　(2)    生徒が感性豊かに学習に取り組めるように環境の整備を実践する。
　　(3)　基本的な学習習慣の定着を図る。
       (4)    短大との連携・協力の強化を図る。

－7－

２．本年度の重点
　　(1)　めあてを明確にした授業を実践する。

　　⑵　基本的生活習慣の重要性を指導するとともに、自主的な健康管理ができるように支援する。

■　進路指導部
１．経営目標
　　生徒が主体的かつ計画的に進路実現に向けて活動できるよう、支援に努める。
２．本年度の重点
　　⑴　生徒が自己や社会を見つめ、それぞれの適性や職業観にもとづいた進路希望をもてるよう、
　　　　また、それが実現できるように支援する。
　　
　　　
　　⑵　生徒が幅広い視野をもち、進路について考えることができるよう、情報の提供に努める。
　　(3)  関係機関との連携を図り、指導に役立てる。



－８－

13．教育課程

２．経営の重点
　　(1)　指導法や課題設定を工夫し、基礎的な知識・技術を習得させる。　　　
　　(2)　生徒が主体的に作品制作に取り組み、自分の考えを作品や言葉で表現する場面を設定
　　　　する。
　　(3)　作品鑑賞や資料による学習によって、感性を育むとともに、専門性を高める。

■　デザイン科
１．経営目標
　　ビジュアルデザインやインテリアデザインの学習を通し美的感覚を養い、創造的な表現力を
　　高め、人間性豊かで次代の社会・文化に貢献できる人材の育成をめざす。
２．経営の重点
　　(1)　生徒が意欲的に取り組める課題を工夫する。　　　
　　(2)　発想力、構想力を高め、創造的な表現活動を追求させる指導課程を工夫する。
　　(3)　プレゼンテーション能力を育成し、積極的な作品発表を奨励する。
　　(4)　学習環境を整備する。（教材・教具・材料・技法の研究）

各　科　の　経　営

■　工芸美術科
１．経営目標
　　木材工芸と金属工芸の基本的な知識・技術を習得させるとともに、思考力や表現力を養い、
　　専門性や感性を生かして次代の社会・文化に貢献できる人材の育成をめざす。
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国語表現Ⅰ
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世  界  史 A
現 代 社 会
数　学　Ⅰ
数　学　Ⅱ
数　学    A

理科総合 B

 生　物　Ⅰ

体　　　育
保　　　健
美　術　Ⅰ
美　術　Ⅱ
美　術　Ⅲ
英　語　Ⅰ
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リーディング
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◎は、２・３年で所属するコースの授業
※は、３年生の選択科目を示す
　　　※（１）の付いている科目から
　　　　通年２単位
　　　※（２）の付いている科目から
　　　　1学期１単位、2学期１単位を選択
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木材工芸実習
金属工芸実習
インテリアデザイン実習
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H　・　Ｒ

科　目教科
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２
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年

合　　　計 30     30      30  90
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20        20     54～5814～18
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0～2
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※(2)2 0～2
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9         9        専門教科小計
2

学校設定 選択教養Ⅰ

選択教養Ⅱ
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15．生徒会組織図
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16．卒業生進路動向（平成23年３月卒業生）

14．主な行事

  4

  5

  6

  7

  8

  9

10

11

12

  1

  2

  3

月 　　　学校行事　　　　　　　　　　   試　験　　　　　　　  生徒会　　　　 部活その他

 新任式  １学期始業式  入学式  身体計測  宿泊研修会(１年) 生徒会認証式　前期生徒総会

三者面談    卒業制作ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  体育祭　　　　　　中央地区高校総体

                                                       　　　　　　　   １学期中間考査　　　　　　   　　　　   秋田県美術展覧会

県展見学  デッサン講習会  1・2年生進路学習　夏休み前PTA 模擬試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

中学生美術教室デッサンコンクール

１学期終業式　　　　　　　　　　　　　　　　    １学期期末考査   　　　　　   生徒会役員選挙　　　              

２学期始業式    修学旅行

二者面談　　　　　　　　　　　　　　　　　　     模擬試験　

卒業制作提出締め切り・発表会　冬休み前ＰＴＡ　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　

休み明け課題テスト

生徒会認証式  後期生徒総会

休み明け課題テスト(1・2年) 
模擬試験 卒業学年学年末考査

卒業証書授与式　修了式 学年末考査(1・2年） 

３年生を送る会

 高校美術展

秋田南秋田地区高校美術展

学院祭

部活動集会
実力テスト(１年)
休み明け課題テスト(2・3年)

進 学
四年制大学
進 学
短期大学

進 学
専門学校

就　職

その他

  2　

11

6東北芸術工科大学
長岡造形大学　　　　　　　　2

  1
  1

秋田公立美術工芸短期大学

進学準備

11

日本デザイナー学院
デジタルアーツ東京
東北文化学園専門学校
秋田建築デザイン専門学校
東京デザイン専門学校

東京ゲームデザイナー学院
仙台歯科技工士専門学校
秋田ヘアビューティカレッジ
コミュニケーションアート専門学校
総合学院ヒューマンアカデミー仙台校

10

2

1

東北工業大学
デジタルハリウッド大学

プレステージインターナショナル（株） 社会福祉法人　北杜

２学期中間考査　


